
 

都市計画道路３・３・３号宮山線 

都市計画案の縦覧及び説明会の概要 

 
 
１，縦覧の概要 

 

○縦覧期間 

  平成 25 年 2月 12 日(火)～2月 26 日(火)まで 

 

○縦覧者数 

  ３名 

 

○意見書数 

３通   賛 成  ０通 

     反 対  ２通 

     その他  １通 

 

２，説明会の概要 
 

日 時：平成 25 年 1月 9日（水）午後 7時～8時 

場 所：北部文化福祉会館 集会室 

参加者：２１名 

資料２－２ 



都市計画に対する意見書の要旨と都市計画決定権者の見解（寒川町） 
 

茅ヶ崎都市計画道路の変更（３・３・３号宮山線の追加）（寒川町決定） 
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類型 意見の要旨 都市計画決定権者の見解 延べ人数 

Ａ （４車線化について） 

反対 

○道路のルート、４車線化について、住民

を含む検討が不十分であり、現状でのル

ート、４車線化決定は時期尚早と考える

。 

反対 

○既存道路の活用ではどうして対応でき

ないのか、町を分断する４車線化の必要

性について検証ができていないので、住

環境への影響を最小限にできるか十分

に検討する。 

本路線の車線数については、平成４

２年で将来予測交通量が道路構造令の

第５条に基づく１２０百台/日～４８

０百台/日の範囲内のため、それに対応

する４車線としています。 

ルートについては、出来る限り既存

の住宅地（コミュニティ）を避け、ま

た、既存町道との交差角等を考慮して

住環境への影響を最小限としていま

す。さらに、目久尻川沿いに近づける

ことで、地域の分断を最小限としてい

ます。 

なお、平成２４年６月に地元自治会

（町内会）を対象にした住民説明会を

計５回開催したほか、同年１２月に同

じ地区を対象とした説明会を２回開催

しており、地域の住民の方には一定の

ご理解をいただいていると考えており

ます。 

１人 

Ｂ （定量的な整理について） 

反対 

○寒川町にとって長期的なメリット・デメ

リットの定量的整理ができていないた

め、寒川町にとっての道路建設メリット

を定量的に示してほしい。 

 本路線は、町の総合計画「さむかわ

２０２０プラン」、「寒川町都市マスタ

ープラン」、「茅ヶ崎都市計画都市計画

区域の整備、開発及び保全の方針」に、

（仮称）湘南台寒川線として構想路線

に位置付けられております。 

 平成２３年１月に町が策定した「都

市計画道路見直し方針」では、（仮称）

湘南台寒川線として検証されており、

多様な機能性等が認められること等か

ら都市計画道路への追加路線として位

置付けられております。 

 さらに、事業実施段階では、事業実

施者が定量的整理等を実施すると考え

ております。 

１人 
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類型 意見の要旨 都市計画決定権者の見解 延べ人数 

Ｃ （自然環境について） 

反対 

○寒川町に残る貴重な自然環境を破壊す

る可能性が高い。環境保全地域を含めた

動植物の生態環境に大きな影響を与え、

その影響調査が終わっていない。生態系

の循環を含めた環境保全が図れる事の

検証を行う必要がある。 

 本路線は、環境影響評価法や県の環

境影響評価条例の対象でありません

が、町では、環境保全対策の検討や施

工・供用時の環境配慮等に反映させる

ため、自主的に環境実態調査を実施し

ております。今後も、その結果を事業

計画（道路の設計等）に反映するよう

努めてまいります。 

１人 

Ｄ （サギのコロニーについて） 

反対 

○都市計画道路３・３・３号宮山線は、寒

川町宮山にあるサギ類のコロニー（集団

繁殖地）の直近を通る形で計画されてい

る。サギ類のコロニーは、年によって範

囲が拡大、縮小するので、拡大時は道路

がかかることになる。神奈川県内では、

現在複数の種のサギ類によるコロニー

は、小田原市と寒川町のこのコロニーだ

けとなっており、神奈川県レッドデータ

ブックでも、サギ類のコロニーは絶滅の

おそれがある地域個体群となっている。

このように貴重で、重要なサギ類のコロ

ニーに大きな影響を及ぼす今回の道路

計画案について、次の理由により反対す

る。 

 (1)平成１４年度に行われた学識経験者

等による道路計画に関する懇談会で

出された意見について十分な検討が

行われずに、今回の道路計画案が決め

られている。 

(2)平成１４年度以降、検討の場を開く

ように要望したもかかわらず、１０年

間検討の場が持たれないまま、今回急

に道路計画案が示されている。 

(3)本年度第１回寒川町サギコロニー懇

 町では、平成１４年度にサギ類の現

況調査を実施した他、道路計画とサギ

類のコロニー等の関係について考察す

るため、学識経験者等に参加いただい

た懇談会を開催しております。 

都市計画案のルートは、サギ類のコ

ロニーへの抵触を避け出来る限り離隔

を確保しておりますが、前回の調査か

ら年数も経過し周辺自然環境やサギ類

のコロニーの範囲も変化していること

も考えられることから、再度サギ類の

調査を実施する他、営巣時期の調査も

いたします。 

 今年度には都市計画案のルートが事

業化された場合、サギ類のコロニーに

対してどのような影響軽減対策が考え

られるかを検討する懇談会を開催して

おり、今後は現在調査中のサギ類の調

査結果等を踏まえ、引き続き懇談会を

開催する予定です。 

また、本路線のルート決定にあたり

ましては検討期間が長期に渡ったた

め、ルート等に関する情報提供が数年

間滞った状態になっておりましたが、

昨年、ルートを公開できる段階になり、

地元及び関係機関に情報提供をさせて

いただいております。 

１人 
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類型 意見の要旨 都市計画決定権者の見解 延べ人数 

談会が開かれた際、平成１４年度の懇

談会意見の検討結果の説明を求めた

が、いまだに２回目が開かれず、検討

結果が示されていない、 

 以上のとおり、事前にサギ類のコロニー

に対する影響について十分な調査や検

討が成されているとは言い難く、十分な

調査検討を行った後に、都市計画決定を

行うよう求める。 

なお、ご指摘の「平成１４年度以降

の検討の場の開催について要望」につ

きましては、当方で要望を受けた事実

を確認できませんでした。 

Ｅ （情報公開について） 

反対 

○HP、広報でも情報公開が不十分で、関係

住民に十分伝わっていないので、情報を

積極的に公表すること。 

平成２５年１月から具体なルート図

やこれまでの説明会資料の他、環境実

態調査の結果を町ホームページにて公

開しております。 

また、今後も調査等の結果等につい

て最新の情報を公開するよう努めてま

いります。 

１人 

Ｆ （地域の分断について） 

その他 

○中央分離帯が設置されることで、南北を

縦断する２町道、１緑道が交通遮断とな

る。このうち町道宮山５０号線は宮山駅

方面と旭、倉見方面を連絡する重要道で

あり、交通止めによる地域分断は和の破

壊、多大な不便、迷惑、不合理、不利益

などが想定され、決して容認できない。

従って、現況通りの平面通行、平面交差

を強く要望する。 

 横断機能については、事業の実施段

階に交通管理者と協議を行いながら検

討を進めることとなります。 

なお、検討にあたりましては、地元

の皆さんのご意見を伺いながら進めて

まいりたいと考えておりますのでご理

解願います。 

１人 

Ｇ （その他） 

反対 

○必要に応じて県の意向を関係者全員と

確認しながら進める。 

当事業実施に当りましては、現在、

神奈川県とその事業主体のあり方につ

いて調整を進めているところですが、

いずれに致しましても当道路は広域性

の高い道路ですので、今後も県と充分

な協議、確認の上進めてまいります。 

１人 
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茅ヶ崎都市計画道路の変更（３・３・３号宮山線の追加）（寒川町決定） 

                                                              №    １ 

受付 

番号 

受 付 

年月日 
住    所 要     旨 

１ H25.2.19 寒川町倉見 

反対（類型Ａ） 

○道路のルート、４車線化について、住民を含む検討が不十

分であり、現状でのルート、４車線化決定は時期尚早と

考える。 

反対（類型Ｂ） 

○寒川町にとって長期的なメリット・デメリットの定量的整

理ができていないため、寒川町にとっての道路建設メリ

ットを定量的に示してほしい。 

反対（類型Ｃ） 

○寒川町に残る貴重な自然環境を破壊する可能性が高い。環

境保全地域を含めた動植物の生態環境に大きな影響を与

え、その影響調査が終わっていない。生態系の循環を含

めた環境保全が図れる事の検証を行う必要がある。 

反対（類型Ａ） 

○既存道路の活用ではどうして対応できないのか、町を分断

する４車線化の必要性について検証ができていないので

、住環境への影響を最小限にできるか十分に検討する。 

反対（類型Ｅ） 

○HP、広報でも情報公開が不十分で、関係住民に十分伝わっ

ていないので、情報を積極的に公表すること。 

反対（類型Ｇ） 

○必要に応じて県の意向を関係者全員と確認しながら進め

る。 

２ H25.2.25 寒川町倉見 

その他（類型Ｆ） 

○中央分離帯が設置されることで、南北を縦断する２町道、

１緑道が交通遮断となる。このうち町道宮山５０号線は

宮山駅方面と旭、倉見方面を連絡する重要道であり、交

通止めによる地域分断は和の破壊、多大な不便、迷惑、

不合理、不利益などが想定され、決して容認できない。

従って、現況通りの平面通行、平面交差を強く要望する

。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



都市計画に対する意見書の要旨  
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                                                              №    ２ 

受付 

番号 

受 付 

年月日 
住    所 要     旨 

３ H25.2.26 横浜市神奈川区 

反対（類型Ｄ） 

○都市計画道路３・３・３号宮山線は、寒川町宮山にあるサ

ギ類のコロニー（集団繁殖地）の直近を通る形で計画さ

れている。サギ類のコロニーは、年によって範囲が拡大

、縮小するので、拡大時は道路がかかることになる。神

奈川県内では、現在複数の種のサギ類によるコロニーは

、小田原市と寒川町のこのコロニーだけとなっており、

神奈川県レッドデータブックでも、サギ類のコロニーは

絶滅のおそれがある地域個体群となっている。このよう

に貴重で、重要なサギ類のコロニーに大きな影響を及ぼ

す今回の道路計画案について、次の理由により反対する

。 

 (1)平成１４年度に行われた学識経験者等による道路計画

に関する懇談会で出された意見について十分な検討が

行われずに、今回の道路計画案が決められている。 

(2)平成１４年度以降、検討の場を開くように要望したも

かかわらず、１０年間検討の場が持たれないまま、今

回急に道路計画案が示されている。 

(3)本年度第１回寒川町サギコロニー懇談会が開かれた

際、平成１４年度の懇談会意見の検討結果の説明を求

めたが、いまだに２回目が開かれず、検討結果が示さ

れていない、 

 以上のとおり、事前にサギ類のコロニーに対する影響につ

いて十分な調査や検討が成されているとは言い難く、十

分な調査検討を行った後に、都市計画決定を行うよう求

める。 
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